
調査票３

法人名

2．課題名

800 千円(A)

　千円　　

千円　　

金額

　千円　　

　千円　　

　千円　　

0　千円　　

支出先 金額

0　千円(B)

支出先 金額

㈱コンベンションリンケージ 40　千円　　

　　　　同上 369 千円　　

　　　　同上 190 千円　　

599 千円　　

金額

201 千円　　

千円　　

201 千円　　

0　％(B/A)

東日本大震災による開催中止に伴う返金額（予定）

合計

8．再補助・再委託等の割合

消耗品費

通信交通費，印刷費，
システム作成費

業務委託費

合計

7．その他

内容

合計

（２）（１）以外の支出

支出内容

合計

合計

6．外部への支出

（１）外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出内容

（１）人件費

（２）一般管理費

（３）その他の管理費

内容

（１）目的

近年，食品からテレビゲームに至るまで，脳科学に基づくと称する商品が多数流通して
おり，脳科学に対する一般市民の関心は非常に高まっており，脳科学の発展において重
要な役割を果たしてきた薬理学研究者から正しい情報提供と啓発は急務であると言え
る．脳科学の現状と最新の成果を一般の市民に発信することを目的とする．

（２）具体的な内容

第84回日本薬理学会年会が，平成23年3月22日～24日に開催されるのに合わせて，高
校生を主な対象とした市民公開講座を開催する．薬理学に基づく脳科学の理解を促すこ
とが主な目的であるが，薬理学を含む基礎科学研究の重要性を広く啓蒙することも合わ
せて目指している．イメージング法による多神経細胞活動同時測定を初めとした卓越し
た研究業績で高い評価を受けているだけでなく，脳科学に関する一般向けの書籍により
広く知られている池谷裕二准教授（東京大学大学院薬学系研究科）に，高校生を中心と
した参加者に表題に関して分かり易く解説していただく．また本公開講座に関係する薬物
を含む生薬の実物を，参加者に実際に手にとってもらう等，体験型の企画を通じて講演
者と参加者の活発な交流を促し，そのうえで「科学の面白さ」を伝えることも目指す．以上
の計画に基づき準備を進めていた。
3月11日の東北地方太平洋沖地震後も、第84回回日本薬理学会年会の事業として開催
の方法を模索していたが、余震の頻発、電力事情、福島原子力発電所トラブル等状況更
に厳しい中、日本薬理学会理事会は総合的判断から、第84回年会は会合を中止して誌
上開催とすることを決定し、これに伴い本市民公開講座も開催中止を決定した。平成23
年3月16日に補助事業廃止を申請し，3月30日付で承認された。

4．交付実績額

5．補助金等における管理費

補助金等支出明細書

　(社)日本薬理学会

１．補助金等の名称
平成２２年度　科学研究費補助金　研究成果公開促進費
研究成果公開発表(B)

　第84回日本薬理学会年会市民公開講座
　　　　　　　「薬の歴史，薬の役割‐アセチルコリンと記憶の話題をめぐって」

3．事業の目的及び内容


